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調査対象の概要

中国地方を調査対象とし、

特に８都市圏を詳細に調査
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①医療の２次・３次拠点の分布と到達圏
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②医療の２次・３次拠点からの到達圏による人口分布

3



③商業の２次・３次拠点の分布と到達圏
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④商業の２次・３次拠点からの到達圏による人口分布
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⑤小規模・高齢化集落の２次・３次医療拠点到達圏

6



⑥高齢化集落の分布と２次・３次医療拠点からの到達圏
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⑦対象地域の小学校区での生活拠点配置状況
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⑧医療機関への到達時間と人口増減、高齢化率の関係

○１次医療圏
・１次医療圏から10分未満の地域では、比較的人口減少と高齢化率が低い水準に留まっている。
・20分以上の地域では、人口減少と高齢化率は、著しく高まっている。

○２次医療圏
・２次医療圏から30分未満の地域では、比較的人口減少と高齢化率が低い水準に留まっている。
・30分以上の地域では、人口減少と高齢化率は、到達時間の長さにほぼ比例して高まっている。

図②-１ １次医療機関への到達時間と人口増減、高齢化率の関係 図②-2 ２次医療機関への到達時間と人口増減、高齢化率の関係

出典：平成19年度中国圏広域連携データ検討調査（平成20年3月 国土交通省中国地方整備局 島根県中山間地域研究センター

資料：人口は平成12年、平成17年国勢調査、図形データは財団法人日本デジタル地図協会、計算データは平成17年度道路センサスによる。 9



⑨医療分野の移動行動と施設までの所要時間の関係

○中央値（累積で５割に達する到達時間）となるのは、日常医療・定期通院で５分弱、専門医療で約１０分、高度入院で約５０分で
ある。

表⑤ 医療機関までの所要時間の累積分布

日常医療ｎ＝2,190 定期通院ｎ＝1,768 専門医療ｎ＝1,953 高度入院ｎ＝1,470
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⑩商業分野（食料）の移動行動と所要時間の関係

○中央値（累積で５割に達する到達時間）となるのは、食料品とコンビニエンスストアで約５分、スーパーで約１０分、デパートで５０
分弱である。

表⑦ 商業施設（食品）までの所要時間の累積分布

食料品店ｎ＝1,765 コンビニエンスストアｎ＝1,740 スーパーｎ＝2,309 デパートｎ＝1,320
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⑪医療・商業分野における平均的な移動行動

○医療、商業（衣類）と比較して、商業（食料）は平均利用頻度が高い傾向にある。
○商業分野では、衣類は食料と比較して、平均所要時間が長い傾向にある。
○移動の満足度は、相対的にみると、概ね商業（衣類）→商業（食料）→医療の順に満足度が高い傾向にある。高度医療、デパー
ト・大型ショッピングセンターなど高次な施設への移動の満足度が低い傾向にある。

○施設の満足度についても、相対的にみると、概ね商業（衣類）→商業（食料）→医療の順に満足度が高い傾向にある。

表④-１ 医療分野・商業分野に平均的な移動行動・意識
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⑫三次市の小学校区における各拠点と中心エリアの分布
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⑬三次市の医療機関の分布と到達圏のカバー状況、人口

14



⑭三次市の地区別の医療機関の利用回数
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⑮三次市の地区別の医療機関の満足度
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⑯三次市の商業施設の分布と到達圏のカバー状況、人口
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⑰三次市の地区別の商業施設(食料品)の利用回数
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⑱三次市の地区別の商業施設(食料品)の満足度
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⑲三次市の地区別の商業施設(衣類)の利用回数
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⑳三次市の地区別の商業施設(衣類)の満足度

21


